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Ⅰ 自己評価 

１．本校の教育目標 

「校訓」 正しく 強く 美しく 

 

２．本年度の重点目標 

１）教科の枠を超え、教科横断型の学習によって考えをさらに深める 

２）自分のこととして考え、他者理解を進める 

      ３）コミュニケーション力を向上させる（自閉症児対象） 

 

３．重点目標についての評価（A～D）と取り組み状況や課題 

      A・・・達成できた  B・・・概ね達成できた  C・・・達成が不十分  D・・・達成できていない 

１） 教科横断型の学習によって考えをさらに深める（Ａ） 

      武蔵野東小学校の「新しい学習スタイル」を確立していくために、ある教科だけの学

びにせずに、一つのことを複数の教科にわたって考え進めるようにした。今年度も学年

の「学習テーマ」を設けて、校外学習の事前・事後学習と結びつけたり、教科と教科を

合わせた「コラボ授業」を行ったりした。 

タブレット端末を活用して「調べる」ということはよくできるようになった。またグループ

学習も多くなってきている。今後は、どれだけ学びが深まり、自分の考えを打ち出せたか

が評価の対象となる。 

      ２） 自分のこととして考え、他者理解を進める（Ｂ） 

            他人事にせず自分のこととして物事を考えることが、特にＳＤＧｓの各目標を達成さ

せるためには必要なことである。あわせて「共生社会」を実現させるためにも大切な姿

勢となる。ＳＤＧｓに関しては今年度友愛会（児童会）の各部がその意識をもって活動を

考えてくれていた。 

            学校生活において友だちとの関係を築くうえで、他の友だちがどのように思っている

か、どうするとより良い関係になるかは、心の教育をさらに充実させていく必要はある。 

      ３） コミュニケーション力の向上（自閉症児対象）（Ｂ） 

            これまで言語活動に視点をあてて取り組んできた重点であったが、今年度は人と関

わる意識を高めるためのスキルを考えて指導にあたった。そして、そのための小冊子や



動画を作成して、保護者とともに取り組んだ。ソーシャルスキルはとても多くの項目があ

るため、本学園オリジナルのＡＧＥシステムによって個々の目標を立て、教科の学習にさ

らに結び付けていけるとよい。 

 

    ４．総合的な評価と今後の課題 

 上記の評価で「Ｂ」にした事柄は、それぞれ完結する学習ではないためであり、今年度

進展したこと、大きく評価できることはいくつも存在する。 

 上級校である武蔵野東中学校で実践している「コラボ授業」は小学校でも積極的に行

った。また、ＳＤＧｓで扱った「ゴミ問題」や「３Ｒから５Ｒの時代」において、学びを進めて

行く過程で、ディベートによる討議をした学年もあった。 

 特筆することとして、１つは、５年生が自然環境を学習テーマにして多くの調べ学習をし

て１０月の校外学習（浅間山・八ッ場ダム）に臨んだが、そのまとめで３月に「武蔵野市

の１００年後に残しておきたいもの」をグループ発表した際、武蔵野市長にそれを聞いて

いただき、講評までいただけたことである。校内の学習活動を外に発信することができ

た一例であった。 

 ２つめは、ＣＤＥ組の教材に関することである。１年生から３年生までの学年ごとの習得

すべき漢字を一度列挙し、その４４０字を分野ごと（からだ、色、方角、動作、学校生活、

正しい振る舞いなど）にまとめ直してオリジナルのドリル教材（上・中・下巻）を編集し

た。子どもたちの特性をとらえて、理解しやすく、覚えやすいものになった。 

 

 

      Ⅱ 学校関係者評価 

１） 武蔵野東学園の「混合教育」は、これからの時代に最も大切で必要な人としての在り方を

学べるものである。小学校６年間で徹底した人間教育を図り、小中一貫の９年間ではどこ

までの人格形成をしているのかを、積極的に発信していってほしい。 

２） 探究的な学びを武蔵野東小学校と中学校で力を入れているが、他校と比べてカリキュラ

ムや取り組みがずいぶんと違うと思う。小学校からつながって、中学校では「探究科」の成

果として、発表力がどの生徒も向上し、外部団体から表彰も受けている。 

３） ＩＣＴ機器が次々と揃ってきており、その活用も盛んになっていることはよくわかった。タブレ

ット端末（ｉＰａｄ）を持ち帰り、家庭でそれを使って学習もできている。一方で黒板の板書と

電子黒板の効果的な使い分けや利用のバランスといったことは、より一層研究する必要は

ある。 

４） ６年生沖縄修学学習やＣＤＥ組のチロル学園合宿が実施できてよかった。５年生ＡＢ組の

校外学習は菅平から浅間山方面の１泊に再構成した形で実施したことも意義があった 

５） 内部の園舎間交流が少しずつできるようになったが、行事などで園児が小学校に来たり、



小学生が中学校に行ったりすることが以前ほどできていないのは残念である。 

一般的に、上級校の教育とＶａｌｕｅがその下の学校のＶａｌｕｅを決めている。上級校は今の

教育をさらに磨き、高みを目指すようにし、その下の学校・幼稚園はその教育の良さを保護

者にも子どもたちにもしっかり、わかりやすくアピールしていくようにするとよい。 


